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現
行
の
共
済
組
合
員
証
及
び

組
合
員
被
扶
養
者
証
の
発
行
が

12
月
２
日
よ
り
保
険
証
の
発
行

が
さ
れ
な
い
と
の
連
絡
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
医
療
機
関

や
薬
局
を
受
診
す
る
際
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
利
用
す
る
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ

て
い
な
い
者
に
は
「
資
格
確
認

証
」
が
発
行
さ
れ
、
組
合
員
証

の
代
わ
り
に
利
用
で
き
る
よ
う

だ
▼
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
を
一
体
化
し

た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ

て
い
る
方
も
い
る
と
思
う
が
、

シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
も
多
く
い
っ

た
ん
保
険
証
と
一
体
化
さ
せ
た

あ
と
は
解
除
で
き
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
「
戻
せ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
か
ら
、
解
除
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
１
ヶ
月
間
で
約
８
０
０

件
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
▼
マ
イ
ナ

制
度
を
導
入
す
る
際
、
当
初
政

府
は
初
期
投
資
と
し
て
３
，
０

０
０
億
円
、
維
持
費
３
０
０
億

円
と
し
、
導
入
に
よ
る
負
担
軽

減
額
は
年
間
４
，
３
０
０
億
円

の
経
済
効
果
が
あ
る
と
し
て
い

た
。
だ
が
実
際
に
は
８
，
８
０

０
億
円
の
支
出
や
、
普
及
の
た

め
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
１
．
８
兆

円
、
他
に
も
多
額
の
費
用
が
つ

ぎ
込
ま
れ
３
兆
円
を
超
え
る
と

も
言
わ
れ
る
▼
こ
れ
か
ら
も
国

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
様
に
い
ろ

い
ろ
な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
等
導

入
す
る
の
は
い
い
が
、
行
き
当

た
り
ば
っ
た
り
で
は
無
く
、
し
っ

か
り
と
検
証
し
た
後
に
世
に
広

め
い
て
ほ
し
い
。
（
の
り
）

◇
空
調

服
の

要

望
調

査
の

実
施

に

つ
い

て

（

10
／

10
）

◇
２
０
２
４
年
度
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実

施
に
つ
い
て
（

10
／

17
）

◇
２
０
２
４
年

12
月
２
日
以
降
の
医
療
機
関

の
受
診
方
法
等
に
つ
い
て
（

10
／

21
）

◇
希
望
調
書
の
入
力
等
に
つ
い
て
（
人
材
情

報
統
合
シ
ス
テ
ム
）
（

10
／

21
）

◇
公
務
中
の
災
害
の
発
生
に
伴
う
対
応
の
徹

底
に
つ
い
て
（
公
務
災
害
（
負
傷
）
の
発

生
状
況
等
に
つ
い
て
）
（

11
／

11
）

写真上・下 人事院四国事務局交渉

発言する徳島分会・山崎執行委員



第 197 号 2024 年 11 月 28 日（２）

９
月

20
日
、
２
０
２
４
年
度
新
入
組
合
員
、
分
会
青
年
女
性
委
員
長
及
び
地
本
青
年
女
性
委
員
会
常
任
委
員
を
対
象
と
し
て
地

本
労
働
学
校
を
開
催
し
、

21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

労
働
学
校
で
は
、
林
野
労
組
中
央
本
部
中
村
執
行
委
員
長
よ
り
、
①
労
働
組
合
の
任
務
と
役
割
や
林
野
労
組
の
取
り
組
み
の
歴

史
、
②
当
面
す
る
取
り
組
み
課
題
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
労
連
共
済
推
進
本
部
の
石
原
事
業
推
進
課
職
員

よ
り
、
①
労
働
組
合
と
労
働
者
福
祉
活
動
（
共
済
）
と
の
関
係
と
共
済
の
必
要
性
、
②
森
林
労
連
共
済
が
取
り
扱
う
共
済
保
障
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
労
働
組
合
の
役
割
や
必
要
性
、
労
働
者
福
祉
活
動
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
と
の
意
見
も
だ
さ
れ
て
お
り
、
地
本
と
し
て
は
地
本
青
年
女
性
委
員
会
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
年

度
以
降
も
、
地
本
労
働
学
校
の
開
催
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
参
加
者
よ
り
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
と
な
り
ま
す
が
紙
面
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面

の
都
合
上
、
文
末
の
表
現
を
常
体
で
統
一
し
、
寄
稿
文
に
つ
い
て
も
極
力
内
容
を
変
更
し
な
い
よ
う
校
正
し
て
い
ま
す
。
）

▼
写
真
左

中
村
執
行
委
員
長

▼
写
真
左

石
原
共
済
職
員

▲写真上 地本労働学校の風景

▼写真下 地本労働学校参加者記念撮影


